
英名 insulation board

和名

①個別データシート

インシュレーションボード整理番号: JP309004

種類 製品

分類 パルプ・紙・紙加工品

インシュレーションボードの製造

(木材チップ)～解繊～抄造～乾燥
主要原材料：木材チップ（古材チップ約40％）
主要産出物：インシュレーションボード
インシュレーションボードは、湿式法で製造したもので、解繊、抄造、乾燥の工程を経て製品になる。
端材は工場内で再利用される。

林野庁：“環境負荷型木質資源利用促進調査”, (2000)
インシュレーションボードの一般的製造工程をモデル化。

・技術記述子

・情報源

・技術の内容と機能

・データ作成者コメント

・“環境負荷型木質資源利用促進調査”, (2000)　より作成。

・適用範囲

軟質繊維板ともいわれる。
木材チップを蒸煮解繊し、抄造成形乾燥して製造した繊維板の1種で、密度が0.35g/cm3未満のものをいう。
製品1kg当たりの原単位で示されている。

・システム境界

資源採取から製品の製造までを範囲とする。製品の日本国内における輸送を含まない。包装材を含まない。輸送のための梱包材を含ま
ない。排水処理を含まない。産廃処理を含まない。

・配分

共製品はなく配分なし。

・GHG排出量の要因

主なGHG排出源は、熱エネルギー,C重油(燃焼･C重油)由来のCO2(化石資源由来）、電力,系統電力(電力)由来のCO2(化石資源由
来）、である。

・情報源分類 その他調査データ

 kg-CO2e/kg8.84E-01・GHG排出量



区分 フロー区分 品目名 数値 単位 備考

②入出力データ

連鎖した品目名
公開整
理番号

JP120001ユーティリティ 中間フロー 入力 電力 3.81E-01 kWh電力,公共

JP111022ユーティリティ 中間フロー 入力 燃焼･C重油 2.13E-01 L燃焼･C重油
JP308009資源/原材料 中間フロー 入力 木質チップ 2.02E-03 m3木材チップ

JP309004製品 中間フロー 出力 インシュレーション
ボード

1.00E+00 kgインシュレーション
ボード


